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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、連結経常利益は、資金利益や役務取引等利

益の増加に加え、経費や実質与信関係費用が減少したことなどから、前年同四半期比９億円増加し37

億円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期比７億円増加し25億円となりまし

た。 
 

(２) 財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末比593

億円増加し２兆6,762億円、純資産は前連結会計年度末比30億円増加し1,166億円となりました。 

     主要勘定につきましては、預金等（譲渡性預金を含む）は前連結会計年度末比801億円増加し２兆   

3,999億円となりました。また、貸出金は前連結会計年度末比125億円増加し１兆4,771億円、有価証券

は前連結会計年度末比103億円減少し9,328億円となりました。 
 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

     当第１四半期連結累計期間の業績は、平成27年５月８日に公表した平成28年３月期第２四半期連結

累計期間の業績予想に対して高い進捗率となっておりますが、今後の景気動向など経営環境を見極め

る必要があることから、現時点において業績予想の変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

    「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。

以下、「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日。以下、「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適

用し、支配が継続している場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上

するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。

また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確

定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期

連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っ

ております。 

    企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第

１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

    なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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１．損益状況（単体）

（百万円）

当四半期 前年同四半期

(28年3月期 (27年3月期 

 第1四半期)  第1四半期)

8,083               560                 7,523               

7,340)(              355)(                6,985)(              

6,664               229                 6,435               

586                 51                   535                 

832                 279                 553                 

△ 2,895)(         △ 1,376)(         △ 1,519)(         

3,639)(              1,582)(              2,057)(              

( △ ) 5,304               △ 111             5,415               

( △ ) 3,061               △ 19               3,080               

( △ ) 1,907               △ 138             2,045               

( △ ) 335                 46                   289                 

2,779               671                 2,108               

2,035               465                 1,570               3,400               

( △ ) ―                   ―                   ―                   

2,779               671                 2,108               3,700               

731                 357                 374                 

3                     △ 675             678                 

② うち不良債権処理額 (△ ) 103                 △ 206             309                 

③ 713                 473                 240                 

④ 52                   1                     51                   

3,509               1,026               2,483               3,700               

1                     123                 △ 122             

3,510               1,150               2,360               

( △ ) 1,115               332                 783                 

2,395               818                 1,577               2,400               

(参考) △ 662)(            △ 679)(            17)(                  

（注）
２．第2四半期累計期間予想は平成27年5月8日公表のものです。
３．コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券損益－金融派生商品損益
４．コア業務純益＝業務純益－国債等債券損益－金融派生商品損益＋一般貸倒引当金繰入額

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

臨 時 損 益

平成28年3月期　第1四半期決算短信　説明資料

前年同四半期比

そ の 他 業 務 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

業 務 粗 利 益

28年3月期
第2四半期

累計期間予想

う ち 株 式 等 関 係 損 益

（ コ ア 業 務 粗 利 益 ）

物 件 費

税 金

業 務 純 益

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 )

( う ち 金 融 派 生 商 品 損 益 )

経 費

人 件 費

①一般貸倒引当金繰入額

１．記載金額、比率は単位未満を切り捨てて表示しております。

実質与信関係費用(①+②-③-④)

業 務 純益（一般貸倒繰入前）

税 引 前 四 半 期 純 利 益

四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

特 別 損 益

コ ア 業 務 純 益

法 人 税 等

う ち 償 却 債 権 取 立 益

■ コア業務粗利益は、資金利益や役務取引等利益が増加したことなどから、前年同四半期比３億円増加の
73億円となりました。

■ コア業務純益は、粗利益が増加したことに加え、経費が減少したことから、前年同四半期比４億円増加の
20億円となりました。

■ 四半期純利益は、有価証券関係損益が減少したものの、実質与信関係費用が減少したことなどから、
前年同四半期比８億円増加の23億円となりました。
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２．自己資本比率（国内基準）

　　　　【単体】 （億円）

(1)　自己資本比率 8.65 %  10.70 %  

(2)　コア資本に係る基礎項目 874     985     

(3)　コア資本に係る調整項目 7     ―　　       

(4)　自己資本 （2）－（3） 866     985     

(5)　リスク・アセットの額 10,012     9,202     

(6)　単体総所要自己資本額 400     368     

　　　　【連結】 （億円）

(1)　連結自己資本比率 9.20 %  11.23 %  

(2)　コア資本に係る基礎項目 938     1,044     

(3)　コア資本に係る調整項目 6     ―　　       

(4)　自己資本 （2）－（3） 931     1,044     

(5)　リスク・アセットの額 10,114     9,301     

(6)　連結総所要自己資本額 404     372     

（注）１．リスク・アセットの算出において、信用リスクについては「標準的手法」、オペレーショナル・リス
　　　　　クについては「基礎的手法」をそれぞれ採用しております。　　　　
　　　２．総所要自己資本額は、リスク・アセットの額に４％を乗じた額であります。

３．不良債権の状況

　　　　【単体】 （億円） （参考）      （億円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 48     

危険債権 267     

要管理債権 16     

小　計 (A) 332     

正常債権 14,792     

合　計 (B) 15,124     

不良債権比率          (A)／(B) 2.19 %  

　　　　【連結】 （億円） （参考）      （億円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 48     

危険債権 267     

要管理債権 20     

小　計 (A) 336     

正常債権 14,737     

合　計 (B) 15,074     

不良債権比率          (A)／(B) 2.23 %  

 (注)　当行は部分直接償却を実施しております。

26年6月末比
平成26年6月末

6     

平成27年3月末

平成27年3月末

△ 11     

9,877     

395     

56     

（参考）       （億円）

平成27年3月末

8.55 %  

50     

平成27年6月末

26年6月末比

△ 2.05 %  

平成27年6月末

[速報値]

平成27年6月末

[速報値]

△ 6     

2.19 %  

15,226     14,441     

2.47 %  △ 0.28 %  

785     

14,892     14,083     

334     358     

809     

△ 24     

17     22     

266     278     

△ 5     

△ 12     

50     57     

2.16 %  2.44 %  

平成27年6月末 平成26年6月末

△ 0.28 %  

△ 7     

26年6月末比

15,278     14,487     

14,948     14,134     

791     

814     

330     353     

266     277     

13     19     

△ 23     

△ 6     

平成26年6月末

△ 119     

810     

32     

851     

7     

844     

△ 111     

7     

6     

907     

（参考）       （億円）

平成27年3月末

9.09 %  

9,981     

399     

平成26年6月末
26年6月末比

△ 2.03 %  

△ 106     

△ 113     

813     

32     

913     

■ 金融再生法開示債権額は、単体は前年同四半期末比23億円減少し330億円、連結は前年同四半期末比
24億円減少し334億円となりました。

■ 不良債権比率についても、単体は前年同四半期末比0.28％低下し2.16％、連結は前年同四半期末比
0.28％低下し2.19％となり、引き続き低水準で推移しております。

■ 27年６月末の自己資本比率（速報値）は、単体は前年同四半期末比2.05％低下し8.65％、連結は前年同

四半期末比2.03％低下し9.20％となりました。
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４．時価のある有価証券の評価損益

　【単体】

（億円） （参考） （億円）

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 9,303 392 404 12 8,708 226 236 10 9,407 416 421 4 

株　 　 式 307 139 139 0 235 57 63 5 286 115 117 2 

債　  　券 6,777 112 121 9 6,771 109 113 3 7,062 155 157 2 

そ  の  他 2,218 140 143 2 1,702 59 59 0 2,057 146 146 0 

(注) 　満期保有目的の債券及び子会社・関連会社株式は該当がないため記載しておりません。

              
              

　【連結】

（億円） （参考） （億円）

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 9,311 398 411 12 8,717 233 243 10 9,414 422 427 4 

株　 　 式 315 145 145 0 243 64 70 5 293 121 123 2 

債　  　券 6,777 112 121 9 6,771 109 113 3 7,062 155 157 2 

そ  の  他 2,218 140 143 2 1,702 59 59 0 2,057 146 146 0 

(注) 　満期保有目的の債券は該当がないため記載しておりません。
             
             

平成27年6月末

時価 評価差額

平成27年6月末

時価 評価差額 時価 評価差額時価 評価差額

平成27年3月末平成26年6月末

平成26年6月末

時価 時価評価差額 評価差額

平成27年3月末

■ 時価のあるその他有価証券の評価差額は、株式相場の上昇などから前年同四半期末比増加し、単体392億円、
連結398億円の評価益となりました。
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５．貸出金、預金等の残高（単体）

(1)貸出金

（億円） （参考）   　   （億円）

26年6月末比

14,853     728     14,125     14,726     

う ち 個 人 ロ ー ン 3,722     154     3,568     3,695     

11,383     449     10,934     11,443     

(2)預金等

（億円） （参考）   　   （億円）

26年6月末比

24,061     675     23,386     23,261     

う ち 個 人 16,166     469     15,697     15,870     

23,374     667     22,707     22,614     

（注）　預金等＝預金＋譲渡性預金

(3)個人預り資産

（億円） （参考）   　   （億円）

26年6月末比

19,178     440     18,738     18,932     

預 金 等 16,166     469     15,697     15,870     

国 債 等 187     △ 124     311     220     

投 資 信 託 805     102     703     816     

保 険 2,018     △ 8     2,026     2,025     

（注）　預金等＝預金＋譲渡性預金

以　　上

平成27年3月末

平成27年3月末

平成27年3月末

平成27年6月末 平成26年6月末

平成26年6月末

平成26年6月末

う ち 新 潟 県 内

個 人 預 り 資 産 残 高

貸 出 金 （ 末 残 ）

預 金 等 （ 末 残 ）

う ち 新 潟 県 内

平成27年6月末

平成27年6月末

■ 貸出金の残高は、法人向けが堅調に推移したほか、個人ローン及び地方公共団体向けも増加
したことから、前年同四半期末比728億円増加の1兆4,853億円となりました。

■ 預金等の残高は、個人及び法人預金が堅調に推移したことから、前年同四半期末比675億円増加の
2兆4,061億円となりました。

■ 個人預り資産の残高は、預金等が堅調に推移したほか、投資信託も増加したことから、前年

同四半期末比440億円増加の1兆9,178億円となりました。
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